
１．令和４年度燕市一般会計補正予算（第９号）について

　（１） 補正額と財源内訳 （単位：千円）

　（２） 歳入の概要
※歳入及び歳出の概要の補正前予算額は今回補正となる科目を対象に集計してあります。 （単位：千円）

-３ 繰入金 基金繰入金
財政調整基金繰入金

2,464,028 14,080

歳出1

こどもの安心・安全対策支援事業補助金 0 1,620 歳出3

２ 県支出金 県補助金 出産・子育て応援交付金 0 12,150

歳出1

保育対策総合支援事業費補助金 19,737 2,250 歳出2

１ 国庫支出金 国庫補助金 出産・子育て応援交付金 0 78,600

50,990,996

令和４年度燕市一般会計補正予算（第９号）の概要 議案
番号 64 資料

番号 1
企画財政課

番号 科　　　　　　目 補正前予算額 補正額 関連歳出

50,882,296 108,700 94,620 0 0 14,080

　今回の補正予算は、国補正予算の成立に伴い、妊娠期から出産・子育てまで一貫した伴走型相談支援の充実と経済的支援を一体として実施す
る出産・子育て応援事業をはじめ、保育園や小中学校等送迎バスへの安全装置設置の義務化等に速やかに対応する予算を計上します。

補 正 前 の 額 今 回 補 正 額
財 源 内 訳

補 正 後 の 額
国 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

（補正後基金残高 1,633,743千円）
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　（３） 歳出の概要 （単位：千円）

1,580
子育て支
援・学校
教育1

学校教育課

説明
資料担当課 特定財源 一般財源

3

送迎バス安全装置設置事業

小学校送迎バス8台、中学校送迎バス4台及び特別支援学
校等送迎バス4台への安全装置設置について、来年4月か
らの義務化等に対応するため早急に必要となる経費を計
上します。

・備品購入費　　　　　　　　　　　3,200千円
　(200千円×16台）
　(小学校8台、中学校4台、特別支援学校等4台)

0 3,200 1,620

番号
事　業　名　等

事　業　概　要 補正前予算額 補正額
財源内訳

１ 項 教育総務費

２ 目 事務局費

350
子育て支
援・学校
教育1

子育て支援課

１０款 教育費

説明
資料担当課 特定財源 一般財源

2
送迎バス安全装置設置事業

公立保育園送迎バス5台及び私立保育園等送迎バス8台へ
の安全装置設置について、来年4月からの義務化等に対
応するため早急に必要となる経費を計上します。

・備品購入費　　　　　　　　　　　1,000千円
　(200千円×公立5台)
・保育対策総合支援事業補助金　　　1,600千円
　(200千円×私立8台)

0 2,600 2,250

番号
事　業　名　等

事　業　概　要 補正前予算額 補正額
財源内訳

７ 目 子育て支援費

別紙

社会福祉課・健康づくり課・子育て支援課

担当課 特定財源 一般財源

1
出産・子育て応援事業

妊娠期から出産・子育てまで一貫した伴走型相談支援の
充実と経済的支援を一体として実施するために必要とな
る経費を計上します。

・出産・子育て応援給付金　　　 　70,000千円
・妊産婦、乳児等訪問指導員謝金　　1,380千円
・こんにちは赤ちゃん事業訪問員謝金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 30千円
・消耗品費　　　　　　　　　　　　　200千円
・印刷製本費　　　　　　　　　　　　580千円
・通信運搬費　　　　　　　　　　　　500千円
・振込手数料　　　　　　　　　　　　210千円
・業務システム運用等委託料　　　 30,000千円

0 102,900 90,750 12,150

１ 目 児童福祉総務費

番号
事　業　名　等

事　業　概　要 補正前予算額 補正額
財源内訳 説明

資料

３ 款 民生費

２ 項 児童福祉費

国県支出金

国県支出金

国県支出金
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事業名 送迎バス安全装置設置事業 新規

特定財源の内訳

・保育対策総合支援事業費補助金　　　　　 2,250千円
　（180,000円×12台（公立5台、私立7台）、
　　 90,000円×1台（私立1台))

主 要 事 業 説 明 資 料 子育て支援・学校教育1

1,930

補正予算額
財源内訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

3,8705,800

施　　策 安心して産み育てられる子育て支援

総
合
計
画

戦　 　略 定住人口増戦略

基本方針 地域に根ざした教育の推進・子育て支援
補正後予算額

台数 台数 区分 台数

2 1

1 1

2 1

2

2

1

5 8 16

学校名

小中学校等送迎バス台数保育園等送迎バス台数

子どもの安全対策を強化するため、保育園や小中学校等送迎バスへの安全装置を設置することで、車内の園児等の所在の見落としを防
止する。

泉保育園

園名（私立）

第二泉保育園

　（180,000円×12台（公立5台、私立7台）、
　　 90,000円×1台（私立1台))
・こどもの安心・安全対策支援事業補助金　1,620千円
　（180,000円×2台（特別支援学校）、
　　 90,000円×14台（小中学校等))

4

4

5,800
補正理由

国補正予算の成立に伴い、保育園や小中学校等送迎バス
への安全装置設置について、来年4月からの義務化等に速
やかに対応する必要があるため。

事業費内訳

【子育て支援課】
・備品購入費（200千円×公立5台）　　　　　　1,000千円
・保育対策総合支援事業補助金　　　　　　　 1,600千円
　（200千円×私立8台）

【学校教育課】
・備品購入費（200千円×16台）　　　　　　　　3,200千円
　（小学校8台、中学校4台、特別支援学校等4台）

期待される効果

園名（公立）

吉田北保育園

合計

ヤクルトつばめ保育園

粟生津保育園

あおい保育園

ハッピー燕児童クラブ

担当課

合計

分水パステル保育園

認定こども園真学園

合計

教育委員会　子育て支援課・学校教育課

目　的
及び

事業概要

送迎バスの安全装置を整備することで、車内の園児等の所
在の見落としを防止することができる。

小学校

中学校

特別
支援

学校等

燕西小1台、小中川小1
台、吉田北小2台、粟生
津小1台、分水北小3台

吉田中1台、分水中3台

8

月ヶ岡特別支援学校2
台、校外学習用2台

イメージ図
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